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特別記事：平成二三年度慶應法学会シンポジウム
　

平
成
二
三
年
一
一
月
二
六
日
に
慶
應
義
塾
大
学
で
開
催
さ
れ

た
慶
應
法
学
会
大
会
で
は
、「
震
災
か
ら
復
興
へ
」
と
題
す
る

共
通
論
題
を
掲
げ
、
基
調
講
演
と
報
告
、
討
論
を
行
っ
た
。

　

三
・
一
一
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
国
会
や
政
府
ば
か

り
で
な
く
、
我
が
国
の
学
術
界
も
そ
の
総
力
を
挙
げ
て
、
震
災

の
即
時
対
応
あ
る
い
は
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
考
え
、
提
言
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
実
際
、
各
学
会
に
お
い
て
も
メ
イ
ン

パ
ネ
ル
が
次
々
と
震
災
関
係
の
企
画
に
差
し
替
え
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
会
の
専
門
分
野
か
ら
知
的
対
応
を
試
み
て
い
る
が
、

本
学
会
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
今
回
の
共
通
論
題
を
編
成
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
の
有
す
る
知
的
集
合
体
と
も
言
う
べ
き

本
学
会
か
ら
も
、
震
災
か
ら
復
興
に
か
け
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
の
有
益
な
議
論
と
成
果
を
提
供
し
た
い
、
と
考
え
た
わ
け

で
あ
る
。

　

全
体
の
研
究
報
告
に
先
立
っ
て
、
国
際
政
治
学
、
科
学
技
術

に
精
通
し
て
い
る
慶
應
義
塾
大
学
の
薬
師
寺
泰
蔵
名
誉
教
授
か

特
別
記
事
：
平
成
二
三
年
度
慶
應
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

震
災
か
ら
復
興
へ

解　

題

大
震
災
と
ど
う
向
き
合
う
か

法
学
部
准
教
授　
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川
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ら
、「
原
発
事
故
、
大
震
災
、
そ
し
て
国
家
の
勢
い
」
と
題
し

て
基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
か
つ
て
、
名
著
『
テ
ク
ノ
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
―
―
国
は
技
術
で
興
り
、
滅
び
る
』（
中
公
新
書
）
を

上
梓
し
、
国
家
に
お
け
る
技
術
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
薬
師
寺

名
誉
教
授
は
、
近
著
『
国
家
の
勢
い
︱
―
技
術
の
「
坂
の
上
の

雲
」
モ
デ
ル
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
に
言
及
し
な
が
ら
、
国
家
の
政

策
に
も
関
わ
っ
て
き
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
福
島
第
一
原
発
事

故
の
歴
史
的
意
味
、
思
想
や
哲
学
の
欠
如
と
い
っ
た
震
災
復
興

上
の
盲
点
を
指
摘
し
、
科
学
技
術
力
、
そ
し
て
抜
擢
に
よ
る
人

材
発
掘
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

続
い
て
、
日
本
に
お
け
る
危
機
管
理
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
の

第
一
人
者
で
、『
日
本
は
テ
ロ
を
防
げ
る
か
』 （
ち
く
ま
新
書
）、

『
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
論
』（
芦
書
房
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
防
衛

大
学
校
の
宮
坂
直
史
教
授
か
ら
、「
ポ
ス
ト
三
・
一
一
の
核
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」
と
題
す
る
報
告
が
あ
り
、
宮
坂
教
授
は
、
三
・

一
一
以
前
と
以
降
の
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
議
論
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、
震
災
後
に
国
民
保
護
と
の
関
係
が
語
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
、
電
源
喪
失
と
い
う
セ
イ
フ
テ
ィ
の
問
題
が
、
テ

ロ
リ
ス
ト
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題

に
も
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
今
後
想
定
す
べ

き
テ
ロ
を
類
型
化
し
、
核
施
設
へ
の
攻
撃
、
輸
送
時
の
核
物
質

保
護
、
核
爆
発
テ
ロ
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
対
策
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

　

さ
ら
に
慶
應
義
塾
大
学
の
行
政
法
の
担
当
者
で
あ
り
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
詳
し
い
青
木
淳
一
准
教
授
が

「
東
日
本
大
震
災
後
の
公
益
事
業
」
と
題
し
て
報
告
し
、
震
災

を
受
け
た
通
信
事
情
や
震
災
後
の
通
信
事
業
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
言
及
し
た
上
で
、
今
回
の
震
災
が
、
公
益
事
業
を

競
争
産
業
化
す
る
利
益
・
不
利
益
を
考
え
る
機
会
と
な
り
得
る

と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
公
共
経
済
学
の
専
門
家
で
あ
る
慶
應
義
塾
大
学
の

麻
生
良
文
教
授
が
「
復
興
財
源
を
ど
う
考
え
る
か
」
と
し
て
、

地
震
の
規
模
と
復
興
の
費
用
、
復
興
財
源
の
考
え
方
、
そ
し
て

原
発
事
故
の
賠
償
責
任
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

震
災
が
起
き
て
か
ら
未
だ
半
年
あ
ま
り
と
い
う
時
期
に
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
も
積
極
的
に
質
問
の
手
が

上
が
り
、
政
治
・
行
政
・
財
政
が
未
曾
有
の
災
害
に
ど
う
対
処

す
べ
き
な
の
か
、
真
剣
な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
。
真
摯
に
講

演
・
報
告
・
討
論
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
各
位
に
あ
つ
く

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
当
日
の
内
容
を
活
字
化
し
た
本

特
集
が
、
震
災
復
興
、
地
震
対
策
に
資
す
る
も
の
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。


